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◉落合小学校で「プロに学ぼう！学校 de芸術文化体験」
　町内の各小学校で行われる「プロに学ぼう！学校 de芸術文化体験」授業。
落合小学校では全校生徒20人が、ロケットの打ち上げ開発に取り組み宇宙開
発の拠点になっている（株）植松電機のＵＥパートナーであるＲＩＳＥの柴
田恵美さんを講師に迎え、ペーパークラフトロケットの制作、打ち上げを行
いました。紙で制作したロケットに火薬を入れ打上スイッチを押すと、１秒
もかからずに上空 40～50メートルほどまで達するロケット。授業ではロケッ
トを８基制作し、すべて打上成功。児童たちは「本物のロケットもつくって
飛ばしたい、宇宙飛行士になりたい」と宇宙への憧れを強くしていました。

いつまでも健康で住み続けられる、住みたくなるまち

宇宙の彼方へ

　　飛んでいけ～～
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芸
能
発
表
の
部
は
オ
ー
ク

ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
初
日
は
、
歌

謡
曲
の
発
表
が
、
２
日
目
に
は

舞
踊
や
詩
吟
な
ど
の
芸
を
は
じ

め
、
創
作
ダ
ン
ス
や
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
バ
レ
エ
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
し
、
観
客
を
魅
了
し
て

い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
制
限
さ

れ
て
き
た
中
で
も
日
々
精
進
を

欠
か
さ
ず
に
、
磨
き
上
げ
、
鍛

え
ら
れ
て
き
た
作
品
や
演
目
が

集
う
町
総
合
文
化
祭
。
こ
の
作

品
や
演
目
へ
の
想
い
と
情
熱
が
、

町
の
文
化
を
支
え
高
め
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
文
化
を
こ
れ
か
ら
も
大

切
に
し
、
後
世
に
伝
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

添
田
町
文
化
連
盟
（
山
下

政
一
会
長
）
主
催
に
よ

る
添
田
町
総
合
文
化
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

文
化
活
動
の
制
限
や
、
発
表
の

場
を
失
っ
た
文
化
連
盟
会
員
に

と
っ
て
３
年
ぶ
り
の
文
化
祭
で
、

円
熟
さ
れ
た
作
品
や
芸
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
展
示
発
表
の
部
で
は
、

美
術
部
門
で
書
道
や
水
彩
画
な

ど
が
、
生
活
芸
能
部
門
で
は
華

道
や
下
げ
も
ん
な
ど
が
ロ
ビ
ー

を
華
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

訪
れ
た
人
は
、
出
品
者
の
皆

さ
ん
が
日
々
精
進
し
続
け
、
作

り
上
げ
た
可
憐
か
つ
迫
力
あ
る

作
品
の
数
々
に
感
心
し
な
が
ら
、

じ
っ
く
り
と
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　新型コロナウイルス感染症
の影響から３年ぶりの開催と
なった添田町総合文化祭が11
月５日、６日の２日間、オー
クホールで開催されました。
日々の制作や稽古に励み、
その集大成を
披露した町文
化連盟の会員
は約300人。
芸術の秋、町は
文化で彩られました。

展示発表の部芸能発表の部
華やかに彩られた、自信作の数々スポットライトに照らされた晴れ舞台

先
人
達
か
ら
受
け
継
い
だ

　
　

未
来
へ
紡
ぐ
芸
と

技

◉
町
を
彩
る
文
化
の
祭
典　

第
46
回
添
田
町
総
合
文
化
祭

展示発表の部　
▷水墨画　▷水墨・篆刻　▷書道　▷はがき絵　▷パッチワーク　▷フラ
ワーアレンジと手芸品　▷銀粘土（シルバーアクセサリー）　▷アーティ
フィシャルフラワー　▷華道　▷セラミカルクラフト　▷下げもん

芸能発表の部
▷カラオケ（歌謡曲）　▷大正琴　▷創作舞踊　▷琴演奏　▷創作ダンス
▷フラダンス　▷ハーモニカ　▷バレエ　▷コーラス　▷三味線　▷日舞
▷吟詠　▷民踊

添田町文化連盟

山下　政一 会長INTERVIEW

　　　　新型コロナの影響から、各教
　　　室などの活動が大きく制限され
た２年間。会員たちは各自で精進し、
コロナを乗り越え、本文化祭を開催す
　　　　　ることができました。先人
　　　　　　達が築いてこられた添田
　　　　　　町の歴史と文化。これを
　　　　　　子々孫々に受け継がれる
　　　　　　よう活動することが我々
　　　　　　　　の責務であると考え
　　　　　　　　　ており、今後も努
　　　　　　　　　　力していきたい
　　　　　　　　　　と思います。

れました

日の２日間、オー
開催されました。
や
を
文
員

町

や稽古に励み、

文
員

町は



手当（主なもの） 内容及び支給単価 国の制度

扶養手当
配偶者6,500円　子10,000円

　その他の扶養親族6,500円
　 16歳から22歳までの子１人につき5,000円加算

同左

住居手当

【貸家貸間】16,000円を超える部分最高28,000円
※令和２年４月１日改正より減額になるものについて令　

　和５年度まで経過措置あり
【自宅】令和２年４月１日廃止
※令和２年４月１日の前日に支給していた職員は令和６　

　年度まで月額2,500円支給の経過措置あり

【貸家貸間】経過措置
は令和２年度末で終了
【自宅】自宅に係る手当
及び経過措置なし

通勤手当 　交通機関利用者全額支給55,000円限度
　自家用車利用者２㎞以上2,000円～31,600円 同左

管理職手当 　監督管理職にあるもの　給与月額の15/100以内 官職に応じ定額支給

宿日直手当 　一般の宿日直日額4,400円　常直月額22,000円 同左

期末手当 　2.40月分（再任用については1.35月分） 同左

勤勉手当 　1.90月分（再任用については0.9月分） 同左

時間外勤務手当 　正規の勤務時間以外に勤務した職員に対して支給 同左

３　職員の勤務時間その他勤務条件の状況

年 度　 平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

令和
４年度

過去 5年間の
増減数と率（％）　部 門

一般行政 103 102 103 104 102 101 △２  △ 1.9％
教育 23 23 23 20 20 20 △3 △13.0％
消防 ― ― ― ― ― ― ― ―
普通会計 126 125 126 124 122 121 △ 5 △ 4.0%

公営企業等会計 16 16 16 17 16 14 △２ △12.5％
計 142 141 142 141 138 135 △７  △ 4.9%

職員数
区分

20歳
未満

20歳
〜
23歳

24歳
〜
27歳

28歳
〜
31歳

32歳
〜
35歳

36歳
〜
39歳

40歳
〜
43歳

44歳
〜
47歳

48歳
〜
51歳

52歳
〜
55歳

56歳
〜
59歳

60歳
以上

計

令和３年度 ２ 6 8 ９ 33 17 11 16 14 10 12 ０ 138
令和４年度 ２ ６ 10 ７ 29 17 12 15 14 ９ 14 ０ 135

（２）職員数の推移

職員数
（A）

給与費

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

124人 ４億
2,017万円

6,746万
９千円

１億7,527万
４千円

6億6,291万
２千円

【参考】一人当たり給与費（Ｂ／Ａ）　526万１千円

※１　職員手当には退職手当及び児童手当を含まない。
　２　職員数は、令和３年４月１日現在の人数である。
　３　給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職
　　員（短時間勤務））の給与費が含まれており、職員数に
　　は当該職員を含んでいない（令和３年度については、任
　　期付短時間勤務職員は７人）。

（３）年齢別職員構成の状況（各年４月１日現在）

添
田
町

人
事
行
政
の

　

運
営
状
況

※各年における定員管理調査において報告した部門別職員数

添
田
町

人
事
行
政
の

　

運
営
状
況

２　職員の給与の状況

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
添田町 40.3歳 296,600円 334,200円

※１　「平均給料月額」とは、令和４年４月１日現在における
　　職員の基本給の平均である。
　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶
　　養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべ
　　ての諸手当の額を合計したもの。

区　分 添田町 国

一般行政職
大学卒 185,200円 185,200円
高校卒 154,600円 154,600円

（２）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況
（令和４年４月１日）

（３）職員の初任給の状況（令和４年４月１日）

（４）職員の手当の状況（令和４年４月１日現在）

始業時間 終業時間 休息時間 １週間の勤務時間
８時30分 17時15分 12時～13時 38時間45分
※　職場などにより上記と異なる場合がある。

休暇の種類（主なもの） 休暇の期間
年次有給休暇 年20日

病気休暇  結核性疾患の場合、１年以内
 その他の疾病の場合、90日以内

特
別
休
暇

職員の結婚休暇  連続する５日の範囲内

産前・産後休暇  産前６週間（多児妊娠の場合は14週間）
 産後８週間

妻の出産休暇  ２日の範囲内
子の看護休暇  １の年において５日の範囲内
忌引  親族に応じ１日から７日の範囲内

夏季休暇  １の年の６月から10月までの期間に 
 ５日の範囲内

（１）勤務時間

１　職員の任免及び職員数に関する状況

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
任免
採用者数 1 1 3 6 ２ ７
退職者数 1 4 5 3 10 ７

（１）職員の任免状況

（１）職員給与費の状況（令和３年度普通会計決算）

（５）特別職の報酬等の状況
　　（令和４年４月１日）　

（２）休暇

６　職員の服務の状況

区　分 内　容 違反者
法令等及び上司の職務上の命令に従う義務 法令に従い、かつ、上司の職務命令に従わなければならない ０
信用失墜行為の禁止 職の信用を傷つけ、又は職の不名誉になるような行為をしてはならない ０
秘密を守る義務 職務上知り得た秘密を漏らしてはならない ０
職務に専念する義務 勤務時間中、職務にのみ専念しなければならない ０
政治的行為の制限 政治的活動をしてはならない ０
争議行為等の禁止 ストライキ等をしてはならない ０
営利事業等の従事制限 営利を目的とする私企業を営み、又は役員等になり報酬を得てはならない ０

７　職員の研修の状況（令和３年度）

研修内容 受講者数

派遣研修（民間企業などへの派遣研修） ０人

福岡県市町村職員研修所研修 延　39人

一般研修
（人事評価研修など） 108人

人権・同和研修
（田川地区自治体職員研修など） 147人

８　職員の福祉と利益の保護の状況（令和３年度）

内　容 受診者数
職員の定期健康診断 139人
職員の定期歯科検診 70人

（１）職員の健康診断の状況

（2）公平委員会からの勧告に基づく勤務条件などの
　是正勧告

内　容 該当者数
勤務条件 0件
不利益処分 0件

　添田町人事行政の運営等
の状況の公表に関する条例
に基づき、町の人事行政の
運営状況をお知らせします。

問役場総務課総務係（☎82-1231）

区　分 給料月額等 期末手当

給
料

町　長 762,000円 2.40月分

副町長 611,000円 2.40月分

報
酬

議　長 304,000円 2.40月分

副議長 269,000円 2.40月分

議　員 248,000円 2.40月分

５　職員の退職管理の状況

４　職員の分限及び懲戒処分の状況

内　容 降　任 免　職 休　職 降　級

分限処分者数 ― ― ２人
（傷病等） ―

懲戒処分者数 ― ― ― ―

退職者数 管理職職員 管理職以外 合　計

退職者数 ２人 ５人 ７人

職員の退職状況（令和３年４月１日～令和４年3月31日）

令和３年４月１日～令和４年3月31日

再就職先 公益法人等 非営利団体 営利団体 その他

再就職者数 ０人 ０人 ０人 ０人

退職時に管理職にあった者についての公益法人等外部
組織に再就職した状況

９　職員の人事評価の状況

　職員一人ひとりの能力を引き出し、育て、活かして、
住民から期待され信頼される職員に成長すること、およ
び職場のコミュニケーションの円滑化を図り、組織の活
性化を図るため人事評価を実施しています。
（１）評価の種類
【業績評価】
①期初に設定した目標の達成度を期末に評価
【行動評価】
①成績評価：仕事の正確さや迅速性について評価
②能力評価：職責を果たすうえで発揮された能力につい
　　　　　　て評価

③態度評価：仕事に対する取り組み姿勢を評価
（２）対象者
　休職などの事由がある者は除き一般職の全職員
○昇給への人事評価の活用状況
【令和３年４月２日から令和４年４月１日までにおける運用】
人事評価を活用していない／令和５年３月末までに活用
予定
○勤勉手当への勤務成績の反映状況（一般職）
【令和３年度中における運用】
人事評価を活用していない／令和５年３月末までに活用
予定

５　広報そえだ（令和４年 12月号） 広報そえだ（令和４年 12月号）　４



問  教育委員会社会教育課人権同和推進係 （☎82-5800）

人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
、

人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た

め
に
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
で

す
。
昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）
12

月
10
日
、
す
べ
て
の
人
民
と
す
べ
て

の
国
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基
準

と
し
て
、「
世
界
人
権
宣
言
」
が
国
連

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
人
権
宣

言
は
、
基
本
的
人
権
尊
重
の
原
則
を

定
め
た
も
の
で
あ
り
、
初
め
て
人
権

保
障
の
目
標
や
基
準
を
国
際
的
に
う

た
っ
た
画
期
的
な
も
の
で
す
。
採
択

日
で
あ
る
12
月
10
日
は
、「
世
界
人
権

デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
で
は
、昭
和
24
年
（
１
９
４
９
年
）

か
ら
毎
年
、
人
権
デ
ー
を
最
終
日
と

す
る
12
月
４
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で

の
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
位
置

づ
け
、
期
間
中
、
関
係
機
関
な
ど
と

協
力
し
て
、
全
国
的
に
人
権
啓
発
活

動
を
展
開
し
、
人
権
尊
重
思
想
の
普

及
高
揚
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
で
も
12
月
を
「
添
田
町
人
権

擁
護
啓
発
強
調
月
間
」
と
位
置
づ
け
、

人
権
が
尊
重
さ
れ
、
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、今
な
お
、い
じ
め
や
児
童
・

高
齢
者
虐
待
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
人
権
侵
害
、
感
染
症
や
障
が
い
な

ど
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
な
ど
、

様
々
な
人
権
問
題
が
存
在
し
て
い
ま

す
。

　

差
別
や
偏
見
、
争
い
ご
と
の
な
い

平
和
で
穏
や
か
な
添
田
町
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
人
権
に
関
す
る
正
し
い
認
識
を
持

つ
こ
と
が
重
要
で
す
。
家
庭
・
地
域
・

学
校
や
職
場
な
ど
生
活
の
様
々
な
場

面
で
、
人
権
尊
重
の
視
点
に
立
っ
て
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12月４日～10日は「第 74 回人権週間」です。
身近な相談パートナーである人権擁護委員が、
家庭内の悩みごとや隣近所とのトラブル・いじ
めや差別などの相談に応じます。相談は無料で
秘密は固く守られます。気軽に相談ください。

▶と　き 12月 20日火  10時～15時
▶ところ そえだジョイ

問  田川人権擁護委員協議会 （☎44-1426）

法務省の人権擁護機関では、様々な人権問題
に関する相談を受け付けています。

◉相談ダイヤル（平日８時30分～17時15分）
▷みんなの人権110番（☎0570-003-110）
▷子どもの人権110番（☎0120-007-110）
▷女性の人権ホットライン（☎ 0570-070-810）

第 74 回人権週間特設相談
～１人で悩まず、相談してみませんか？～

12月は「人権擁護啓発強調月間」です

▶と　き 12月21日水 　 18時30分～

▶ところ オークホール

▶入場料 無料

▶手話通訳　あり

▶託　児　あり（無料）

※事前申し込みは不要
です。
▶講　師

阿久澤　麻理子さん
　【 大阪公立大学都市経営研究科人権問題研究

　センター教授】

▶演　題 「～人権確立社会を求めて～変容す

　る現代社会の部落差別」

人権講演会を開催します

問 役場まちづくり課まちづくり推進係（☎82-5965）

　令和５年の運行開始に向けて整備が進むＢＲＴにつ
いて知り、ＢＲＴへの期待や不安などについて話し合
います。
【内容】
▷ワークショップの趣旨説明
▷ＢＲＴの整備に向けた進捗状況などの説明
　・現在の進捗状況
　・８月に実施した交通アンケート調査結果の報告
　（ＢＲＴに関連する部分）
▷話し合いの内容
　・ＢＲＴに期待していること
　・ＢＲＴに対して不安に思っていること
　・ＢＲＴを活かしてどんな地域をつくりたい？

開催日時

◎意見交換会を開催します

ＪＲ日田彦山線BRT駅周辺の

『にぎわいづくり』 を一緒につくりませんか
令和５年度の日田彦山線ＢＲＴひこぼしライン開業に向けて、添田駅・豊前桝田駅・彦山駅
の各駅周辺のにぎわいづくりについて話し合う意見交換会を開催します。意見交換会では、
にぎわいづくりに向けて、「自分たちでできること」、「行政と一緒にできること」などを参加
者のみなさんで話し合います。様々なアイデアを出し合いましょう。

意見交換会プログラム

意見交換会の進め方

参加者の皆さんを、４～ 6名の班に分け、班別に意
見交換をします。出された意見（アイデア）は付箋に
書いて、班内で共有しながら進めます。最後に話し合っ
た内容を発表し、参加者全員で共有します。

参加を希望する人は、参加する人の氏名・住所・連
絡先を用意し、役場まちづくり課まちづくり推進係ま
で、窓口へ来庁、電話（82-5965）、ファックス（82-
2869）、メール（machidukuri@town.soeda.fukuoka.jp）
のいずれかの方法で申込ください。
▶申込期限 12月12日月まで

◉第１回意見交換会
「ＢＲＴについて知ろう！」

開催日時開催日時 開催場所開催場所 対象駅対象駅

12月16日金12月16日金
19時～21時19時～21時 オークホールオークホール 添田駅添田駅

12月17日土12月17日土
14時～16時14時～16時

彦山地区彦山地区
総合センター総合センター 彦山駅彦山駅

12月17日土12月17日土
19時～21時19時～21時 桝田公民館桝田公民館 豊前桝田駅豊前桝田駅

　意見交換会は全２回の開催を予定し、今回は１回目
です。２回目は１月に開催予定です。

▶参加費 無料
▶定員 各会場20名程度／要事前申込、先着順
※居住地域の最寄り駅に限らず参加いただけます。

　ＢＲＴを活かした地域づくりに向けて第 1回意見交
換会の内容を踏まえ、必要な機能、取り組みなどにつ
いて話し合います。
【内容】
▷前回の振り返り
▷話し合いの内容
　・地域の将来像を実現するために必要な機能、取り
　組みは？
　・自分や家族がこの先も地域交通機関を残すために
　できることは？
　・「にぎわいづくり」に対して、誰がどのように関わっ
　ていくか？
※第１回、第２回意見交換会のプログラムは変更する
場合があります。

申し込み／問い合わせ

◉第２回意見交換会
「ＢＲＴを活かした地域づくりに向けて」
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◉凍結を防止するには
▷屋外に露出している水道管を保温しましょう
　屋外に露出している水道管は最も注意が必要で
す。保温材やタオル、布などを水道管に巻いて保
温することで、凍結が起きにくくなります。
❶屋外に露出し
ている水道管に
保温材を取り付
ける　
❷屋外に露出し
ている水道管に
厚手のタオル、
布を巻きつけて濡れないようにビニール袋を巻き、
その上からビニールテープを巻く
　翌朝の最低気温がマイナス４度以下になると予
想されるなど、冷え込みが厳しくなるときは、前
夜から箸の太さぐらいに水を少しずつ出しておく
のも有効です。ただし、出した分の水道料金がか
かりますので出しすぎにはご注意ください。お風
呂の浴槽などにためるなどしてトイレや植木の水
やりなどに有効活用しましょう。
　また、新聞紙や布などをビニール袋に入れて、
メーターボックス内を保温することも有効です。
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まちからのお知らせ＆情報

◉水道管が凍ってしまった場合の対処法
　凍結した水道管が自然に
溶けるのを待つか、凍った
水道管やじゃ口にタオルを
巻きつけ、ぬるま湯をかけ
てゆっくり溶かしていきま
す。熱いお湯を急にかけた
り、凍ったじゃ口を無理に
ひねったりすると、破損する恐れがあります。 問 役場水道課（☎82-5961）

保
温
材

❶

厚
手
の

タ
オ
ル

❷

た場合の対処対対対対対対対対

スロープカー年末年始特別運行のお知らせ

住民税均等割非課税世帯には確認書を送付しています

電力・ガス・食料品等価格高騰
緊急支援給付金

英彦山スロープカーからのお知らせ

寒 い日が続くと、水道管やじゃ口などが凍結
しやすくなります。凍結すると水が出なく

なるだけでなく、水道管などの破損や漏水が起こ
り、大切な水を無駄にしてしまい、修繕に高い費
用がかかってしまうこともあります。本格的に寒
くなる前に自宅の水道管を確認し、凍結するおそ
れがある場合には事前の対策をお願いします。

役 場保健福祉環境課健康対策係や、町ワク
チン接種コールセンターなどの電話番号

が変更になります。皆さんには電話帳の登録変
更などご迷惑をおかけしますが、ご理解をお願
いします。
▶切替日　令和５年１月28日土
※１月28日土は電話切替作業のため、役場への
連絡は代表電話（☎82-1231）へお願いします。
また、作業により繋がりにくい時間帯がありま
すが、ご了承ください。
▶電話番号変更部署

※電話切替後は、町内のＢＢＩＱ光電話からか
けると、通話料が無料となります。
問 役場防災情報管財課管財係（☎ 82-4002）

役場の電話番号が
一部変わります

令和５年１月28日土から変更します

電 力やガス、食料品などの価格高騰による負
担増を踏まえ、国の経済対策として新たに、

住民税非課税世帯などに対し
て、１世帯当たり５万円の緊
急支援給付金を給付します。

◎対象世帯
　次の❶か❷のいずれかに該当する世帯
❶住民税非課税世帯
基準日（令和４年９月30日）時点で添田町に住民
票があり、世帯全員の令和４年度分の住民税均等
割が非課税である世帯
❷家計急変世帯
令和４年１月から12月までに予期せず家計が急変
し、❶の世帯と同様の事情にあると認められる世
帯
※❶、❷いずれも住民税が課税されている人の扶
養親族のみからなる世帯を除きます。
◎手続き期間
　令和５年１月31日火まで（消印有効）
◎申請方法
❶住民税非課税世帯
対象となる可能性のある世帯には確認書を送付し
ています。内容を確認の上、必要事項を記入して、
返送してください。
❷家計急変世帯
必要書類を添付して、役場の電力・ガス・食料品
等価格高騰緊急支援金給付担当（保健福祉環境課）
に申請していただく必要があります。
問 ▶制度についての問い合わせ　内閣府コールセ
　　ンター（☎ 0120-526-145、土・日・祝日、　
　　年末年始を除く午前 9時～午後 8時）
　 ▶申請、支給についての問い合わせ　役場電力・
　　ガス・食料品等価格高騰緊急支援金給付担当
　　窓口（☎ 82-1231、土・日・祝日、年末年始を
　　除く午前８時30分～午後 5時15 分）

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金に
関する振り込め詐欺や個人情報の搾取についてご
注意ください。町から問い合わせをする場合があ
りますが、ATM（現金自動預払機）操作や手数料
などの現金の振り込みを求めることは絶対にあり
ません。

◉凍結しやすい場所や状況は
　水道管は、その環境により凍結しやすくなりま
す。次のような水道管は、要注意です。
▷屋外で露出（むき出し）している水道管
▷建物の北側など、陽の当たらない水道管
▷風当たりの強い場所にある水道管
▷長期間の留守時など、水が流れていない
　水道管

水道管凍結による漏水の予防と凍結したときの対処法

雪が降ったり、冷え込みが厳しくなったりするときは要注意です

英 彦山スロープカーでは、年末年始に臨時便
を運航しています。新型コロナウイルス感

染拡大防止のため、現在乗車定員を
半数に制限していますので、
好天時には待ち時間が発生
することが予測されます。
　英彦山神宮への初詣は
十分な防寒対策をお願い
します。

◉年末年始の営業時間
12月31日土８時40分～15時10分（上り最終14時20分）
　　　　　　22時～３時10分（上り最終２時40分）
　１月１日日～通常営業
　　　　　　※幸駅（銅鳥居）～花駅（旧英彦山
　　　　　　　小学校）間は運休、参道駅は休止
　　　　　　　しています。
　　　　　　　問 英彦山スロープカー
　　　　　　　　 （☎ 85-0375）

ワクチン接種ワクチン接種
コールセンターコールセンター

（新電話番号）（新電話番号）
31-500031-5000

（旧電話番号）（旧電話番号）
88-562088-5620

主な業務主な業務
新型コロナワクチン接種の予約受新型コロナワクチン接種の予約受
付など付など

保健福祉環境課保健福祉環境課
健康対策係健康対策係

（新電話番号）（新電話番号）
31-500131-5001

（旧電話番号）（旧電話番号）
88-811188-8111

主な業務主な業務
成人健診、乳幼児健診、各種予成人健診、乳幼児健診、各種予
防接種、献血など防接種、献血など

防災無線電話防災無線電話
案内サービス案内サービス

（新電話番号）（新電話番号）
31-500231-5002

（旧電話番号）（旧電話番号）
88-855588-8555

主な業務主な業務
防災無線（屋外放送）の放送内容防災無線（屋外放送）の放送内容
確認サービス確認サービス

道路整備課道路整備課 （新電話番号）（新電話番号）
31-500331-5003

（旧電話番号）（旧電話番号）
88-877788-8777

主な業務主な業務 町道の新設、管理など町道の新設、管理など

出納室出納室 （新電話番号）（新電話番号）
82-596082-5960

（旧電話番号）（旧電話番号）
88-866688-8666

主な業務主な業務 町税、使用料などの出納窓口町税、使用料などの出納窓口

総合企画財政課総合企画財政課
予算一係予算一係
予算二係予算二係

（新電話番号）（新電話番号）
82-035082-0350

（旧電話番号）（旧電話番号）
88-844488-8444

主な業務主な業務 町の予算調整など町の予算調整など

↑役場から送付する書類は「臨時
 特別給付金確認書在中」と朱書
 きしています



My Town Topics
問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82-4000）

My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。 まちの話題
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中元寺小学校防犯教室

見知らぬ人にはついていきません ↓信号機の音楽でおなじみの「故郷の空」や中元寺小学校校歌など、警察音楽隊の演奏に聞き入る児童たち

添田小学校租税教室

税金について考える、大切な時間

↑10キロの重さになる１億円のレプリカに「おもてー」

11月22日、添
田小学校の６年
生を対象に租税
教室が行われま
した。授業では
税金の種類や、
税金がなくなっ
たらどうなるの
かなどを児童と
一緒に考えます。
「税金がない世界だと警察や消防にお金がかかり、道路も
整備されない」、「消費税は嫌だけど、税金はすごく大切な
ものだとわかりました」などの感想が聞かれました。

真木小学校人権教室

幸せに輝けるよう、違いを認めあおう

↑児童が育てたひまわりの種をつけた風船も飛ばしました

11月１日、真
木小学校で人権
教室が行われま
した。参加した
真木小３年生の
児童たちは人権
の花が「ひまわ
り」であること
の由来や、人権
紙芝居「みんな
ともだち」をとおして、幸せに生きていくためにそれぞ
れの違いを認めあうことの大切さや、平等に有する「生
きる・育つ・守られる・参加する」権利を学びました。

　オークホールで 11月13日、明治44年の添田
町町制施行前日の早朝から当日の朝までの英
彦山での山伏や童子の出来事を題材とした新
作能を屋内薪能として初披露する、薪能「は
なぶさ英彦山」が公演されました。薪能は、
夜間に能楽堂や野外に設置された能舞台の周
囲にかがり火を焚いて、その中で演じる能楽
のことです。オークホールの舞台では実際の
火を使うことはできませんが、ホールを暗く
し、様々な仕掛けで赤々と燃えるかがり火に
照らされた、神秘的な能舞台がつくりだされ、
新作能の幽玄な舞いと囃子に多くの人が魅了
されていました。

ふくおか県民文化祭2022

屋内新作薪
たきぎのう

能「はなぶさ英彦山」↓能舞台は実際のかがり火に照らされているかのような、幻想的な雰囲気に包まれていました

10月27日、中元寺小学校で防犯教室が開か
れました。田川警察署管内では１月からこの
日までの間に、誘拐につながる危険性のある
不審者からの声掛け事案が75件発生していま
す。幸いにも今年は町内での不審者からの声
掛け事案の発生はありませんが、防犯教室で
は添田警部交番や町内駐在所の警察官が「い
かのおすし」の劇を披露し、危険から自分の
身を守るための手段を児童に教えます。その
後、警察音楽隊による演奏を聞いた児童たち。
６年生の丸山宗将君は「今日学んだ『いかの
おすし』をしっかり守り、自分で危険から身
を守ります」と話していました。 ↑「いかのおすし」は、不審者についていかない、他人の車にのらない、おおごえを出す、すぐ逃げる、

すぐしらせる、の一部をつなげた、誘拐などから子供自身が身を守るための行動をまとめた標語です

福岡県大豆作経営改善共進会表彰

桝田落合営農組合が表彰 ↓福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会会長賞優良賞などを報告する白石組合長㊧と宮﨑副組合長㊨

　町の教育行政の振興や発展のため、多額の
寄付をしていただいた中山麻子さんに、紺綬
褒章が授与されました。中山さんは昭和42年
に中山産婦人科医院を開業後、産婦人科医と
して安心・安全な出産への適切な医療活動や
地域、時代に沿った保健指導を行い、母子の
健全な発育や健康管理に尽力されています。
町では中山さんから頂いた寄付金を原資とし
て、令和３年度から大学や専門学校などに進
学する生徒への給付型奨学金制度を開始しま
した。中山さんは「早い段階で目標を決め、
資格などを取得することで、今後の自立等に
役立ててほしい」と話していました。

町の教育振興に寄付

中山麻子さんが紺綬褒章を授与↓紺綬褒章と木
もくはい

杯が併せて授与された中山さん㊧と寺西町長㊨

　県内で生産技術や経営内容が先進的で、模
範となる大豆生産者や生産集団を表彰する令
和３年度福岡県大豆作経営改善共進会表彰で、
農事組合法人桝田落合営農組合（白石英雄組
合長）が福岡県米・麦・大豆づくり推進協議
会会長賞優良賞と福岡県米麦品質改善協会会
長賞を受賞しました。11月７日、寺西町長に
受賞の報告に訪れた白石組合長と宮﨑美喜男
副組合長は、「60人の組合員の協力と、約15町
歩もの田を小まめに作業してくれた、機械作
業を担当するオペレーターのおかげで受賞で
きました。これからも研究を重ね、より良い
作物をつくります」と笑顔で話していました。

　公平委員会制度70周年記念総務大臣表彰を
受けた、町公平委員会委員長の釜本謹彰さん
（添田東）が11月４日、寺西町長に報告に訪れ
ました。町公平委員会は町職員の利益の保護
と、公平な人事権の行使を保障することを目
的に置かれている機関で、職員の分限処分（心
身の故障など、職務の遂行に支障があり必要
な適格性を欠くときなどに行われる処分のこ
と）などを慎重に審査しています。平成22年
９月から委員を、平成28年４月からは委員長
を務める釜本さんは今回の受賞に「役場職員
が元気よく前向きに仕事ができるように、こ
れからも尽力します」と話していました。

公平委員会表彰

釜本謹
のりあき

彰さんが総務大臣表彰↓商店経営の傍ら町公平委員を12年務めている、総務大臣表彰を受けた釜本さん㊧と寺西町長㊨
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添田町消防団秋の火災予防運動模擬火災訓練

火災に対応する消火技術向上のため

↑訓練は、山林火災の消火と、「数山家」への延焼防御を想定

　秋の火災予防
運動期間中の11
月13日、添田町
消防団の模擬火
災訓練が国指定
重要文化財「数
山家」周辺で行
われました。９
時30分に訓練開
始の無線が発出
されると、一斉に動き出す消防車は14台にのぼり、いち
早く火災現場に到着した分団は消火活動、後着の分団は
水利の確保と、消防団員たちは機敏に動いていました。

添田町男女共同参画推進セミナー

今日から僕らもシミ抜き名人です

↑シミ抜き剤と歯ブラシでシミを抜いていく参加者

　11月12日、「男
性の家事応援講
座　正しく洗っ
てあなたも洗濯
上手」が役場で
開かれました。
講座では実際に
粉末と液体の漂
白剤と食器用洗
剤を混ぜた独自
のシミ抜き剤をつくり、コーヒーなどのしみ抜きを実践。
参加した岩田和久さんは「シミがたった２、３分の作業で
落ちたことにビックリ。家でもやります」と話していました。

駅前にぎわいマルシェ

添田駅通りに多くの人のにぎわい

↑ようかんやこんにゃく、焼き芋など大盛況のマルシェ

11月26日、Ｊ
Ｒ添田駅横の豆
塚公園で町産野
菜の直売や木を
使ったマグネッ
トつくりなどの
木工体験ができ
る駅前にぎわい
マルシェが開催
されました。マ
ルシェでは中学生以下に無料で振る舞われたカレーやエ
ビ・めだかすくい、田川警察署から駆け付けたパトカー
や白バイなどが大人気で、多くの人でにぎわいました。

おんぶに抱っこマルシェ 2022

親子で過ごす、楽しいひととき

↑きんちゃく袋に手形をスタンプ。上手にできたかな？

11月15日、お
んぶに抱っこマ
ルシェが町民会
館で２年ぶりに
開催されました。
大好評の衣類交
換や、虹の会に
よる絵本の読み
聞かせ、ベビー
フォトコーナー、
手形や足形をスタンプしたきんちゃく袋を制作するワー
クショップなどのほか、来場者には野菜などのプレゼン
トもあり、親子でうれしい楽しい１日となりました。

↑真木保育園鼓笛隊の演奏に、会場からは惜しみない拍手が送られていました

11月12日、第１回福祉まつりが開かれまし
た。このイベントは町内にある６つの社会福
祉法人が主催し、会場の町体育館にはアイロ
ンビーズ製作やトランポリンの体験ブース、
災害備蓄品、非常食や各法人の日頃の活動を

紹介する展示コーナーなどが設
置されました。ステージイベン
トでは、真木保育園鼓笛隊の演
奏や、添寿会の皆さんによる太
鼓演奏などが行われました。ま
た、駐車場では消防車の展示や
人文字撮影会なども行われ、多
くの人でにぎわいました。

第１回福祉まつり2022

誰もが暮らしやすい町を願い↓アイロンビーズ製作に熱中する参加者 ↓ドローンで撮影したＷｅ♡の人文字

英彦山参道マルシェ

色づく参道に、美味しい食べ物

↑多くの人が聞き入った和太鼓集団「野和太鼓」の演奏

11月12日、13
日に紅葉色づく
秋の英彦山で、
英彦山参道マル
シェが英彦山門
前町同好会（松
養榮貞会長）主
催で行われまし
た。昨年に続き
２回目の開催と
なるマルシェは、参道沿いにヤマメの塩焼きやカツサン
ドなどの美味しい食べ物からかわいい雑貨まで16店舗が
出店。和太鼓の演奏もあり、多くの人でにぎわいました。

木育バスツアー

添田町の「木」を体感する交流事業

↑ツアーには真木小学校児童も参加。交流を深めていました

　10月29日、植
林から育成、伐
採、製材、バイ
オマスまで完結
できる環境を利
用した木育体験
バスツアーが福
津市の小学生な
どを対象に行わ
れました。一行
は主催した居・食・住研究会（荒木光子代表）の案内で、
クヌギを伐採する様子や木材市場、木材チップ工場を見
学し、最後に杉板を利用した壁飾りの製作を行いました。

はじめてのプログラミング教室

プログラミングっておもしろい！！

↑失敗と挑戦を繰り返し、最後には多くの児童が見事成功！

11月23日、プ
ログラミング教
室がオークホー
ルで開催されま
した。教室では
レゴ®ブロック
にモーターなど
をつけ、動き方
をタブレット端
末を使ってプロ
グラミングしたロボットを制作後、そのロボットでボー
ルを動かすゲームに挑戦。プログラミング次第で無限に
動くロボットに児童は苦戦しながらも楽しんでいました。

令和４年度田川地区暴力団等追放総決起大会

安全で安心して暮らせるまち田川へ

↑暴力団追放シュプレヒコールを上げる参加者たち

11月11日、約
300人が参加し
田川地区暴力団
等追放総決起大
会が行われまし
た。大会で寺西
町長は「警察、行
政、住民が一体
となり『オール
田川』で暴力の
ない明るい社会の実現を」とあいさつ。県警暴力団対策
部長の田中伸浩さんの講演などが行われ、最後は参加者が
「暴力団を恐れないぞ」とシュプレヒコールを上げました。

庄地区彦山川川づくり懇談会

彦山川の環境と景観を守る活動

↑彦山川左岸の草刈りや、河川内のゴミを拾いました

11月26日、彦
山川の環境と景
観を守ろうと彦
山川沿いの庄地
区の皆さんを中
心としたボラン
ティアが彦山川
土
かわらけばし

器橋から岩瀬
２号橋付近まで
河川敷約１キロ
の草刈りやゴミ拾いを行いました。彦山川の水量が少な
いため、河川内には多くのゴミが散乱。ボランティアの
皆さんは約２時間、草刈りやゴミ拾いに汗を流しました。

油木ダムを美しくする会

ボランティアが油木ダム周辺を清掃活動

↑清掃活動で油木ダム周辺が見違えるほど美しく整いました

　油木ダム周辺
の美化を目的に、
11月５日、油木
ダムを美しくす
る会（木本茂吉
会長）による除
草作業が行われ
ました。津野地
区の皆さんや役
場職員など約50
人が参加し行われました。参加者は１年間伸びきった雑
草を刈ったり、道路沿いのツツジの剪定や、ゴミ拾いなど
を行いました。

↑添寿会による太鼓演奏の様子

写真提供：添田町社会福祉協議会
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問 役場まちづくり課歴史文化財係（☎82-1236）歴まちコラム　　～歴史と文化のふる里探訪～

近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
製
薬
会
社
は
、

様
々
な
医
薬
品
の
製
造
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
よ
う
で
す
が
、
英

彦
山
で
も
か
つ
て
山
伏
た
ち
が
薬

を
製
造
し
て
い
ま
し
た
。
薬
は
山

伏
が
檀だ

ん
か家

廻ま
わ

り
の
時
に
お
守
り
札

と
一
緒
に
持
っ
て
行
き
、
大
変
喜

ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
薬
の
効

き
具
合
は
製
薬
し
た
山
伏
へ
の
信

頼
度
に
大
き
く
影
響
す
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
薬
草
へ
の
知
識
を
深
め
、

よ
り
良
い
薬
作
り
に
励
ん
で
い
ま

し
た
。
ま
た
、
山
伏
は
作
っ
た
薬

を
売
る
こ
と
で
貴
重
な
収
入
を
得

て
い
た
た
め
、
常
日
頃
か
ら
薬
草

の
採
取
に
は
気
を
配
り
、
薬
作
り

は
重
要
な
作
業
で
し
た
。
英
彦
山

に
は
薬
の
調
合
方
法
な
ど
が
記
さ

れ
た
古
文
書
の
ほ
か
に
、
薬
の
配

合
を
計
量
す
る
棹

さ
お
ば
か
り秤

、
薬
草
を
す

り
つ
ぶ
し
て
粉
末
に
す
る
薬や

げ
ん研

、

薬
を
入
れ
る
紙
袋
、
そ
の
袋
に
薬

名
や
効
能
を
印
刷
す
る
た
め
の
版

木
な
ど
、
当
時
の
薬
作
り
の
姿
を

想
像
さ
せ
る
道
具
類
が
数
多
く
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

薬
作
り
が
盛
ん
だ
っ
た
英
彦

山
で
す
が
、
明
治
３（
１
８

７
０
）
年
12
月
に
制
定
さ
れ
た
売

薬
取
締
規
則
に
よ
っ
て
薬
の
販
売

に
は
国
の
許
可
が
必
要
と
な
り
、

自
由
に
売
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。
売
薬
の
許
可
を
得
る

た
め
に
は
薬
名
と
そ
の
調
合
方
法
、

効
能
な
ど
を
記
し
た
書
類
を
大
学

東
校
（
現
東
京
大
学
医
学
部
）
へ

申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
検
査
を
受
け
て
効

能
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
と
免
許
状

が
与
え
ら
れ
ま
す
。
英
彦
山
で
も

代
表
的
な
薬
と
し
て
取
り
扱
わ
れ

て
い
た
「
不ふ

ろ
う
え
ん

老
圓
」
な
ど
の
販
売

を
続
け
る
た
め
、
申
請
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。「
不
老
圓
」
は
、
11

種
類
の
生

し
ょ
う
や
く薬

で
調
合
さ
れ
、
頭
痛

や
眩め

ま
い暈

な
ど
に
効
能
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
申
請
は
認
め

ら
れ
「
不
老
圓
」
の
販
売
は
継
続

し
、
そ
の
他
の
薬
も
許
可
さ
れ
、

薬
袋
に
は
国
の
許
可
を
証
明
す
る

「
官か

ん
き
ょ許

」
の
文
字
が
刷
ら
れ
、
英

彦
山
で
は
明
治
時
代
の
終
わ
り
頃

ま
で
売
薬
が
続
い
て
い
た
よ
う
で

す
。
現
在
、
製
薬
に
係
る
資
料
は

英
彦
山
修
験
道
館
や
山
伏
文
化
財

室
、添
田
町
歴
史
民
俗
資
料
館（
財

蔵
坊
）な
ど
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

興
味
が
あ
る
人
は
ぜ
ひ
一
度
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
文
／
西
山
紘
二
学
芸
員
（
ま
ち

づ
く
り
課
歴
史
文
化
財
係
）】

明
治
時
代
の
終
わ
り
頃
ま
で
、
英
彦
山
で
は
山
伏
に
よ
っ
て
薬
の
製

造
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
道
具
類
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
歴
ま
ち
コ
ラ
ム
で
は
、
そ
の
製
薬
の
歴
史
を
お
伝
え
し
ま
す
。

↑薬の製造に使われていた道具類

製
薬
に
励
ん
で
い
た

英
彦
山
の
山
伏

【参考文献】『英彦山』朝日新聞西部本社編　葦書房　昭和57年

↑優勝の賞状と盾を手に、笑顔の添田フレンズＪｒの部員たち

４年生以下のドッジボール大会で優勝！！
添田フレンズからの投稿です

優勝勝勝

まちかど特派員投稿

　11月６日に桂川体育館で添田フレンズ主催の「英
彦山ジュニアカップ」が開かれ、添田フレンズＪ
ｒが見事優勝しました。通常ドッジボールは小学３
年～６年生（シニア）で構成されたチームで競いま
すが、この大会は低学年の育成を目的に４年生以下
（ジュニア）で構成されたチームで競う大会で、添
田フレンズが13年前から主催し今回で12回目の開催
です。ジュニアの大会は珍しく、長崎、熊本など県
内外から24チームが参加。添田フレンズＪｒは、予
選リーグを全勝で決勝トーナメントに進出します。
トーナメントも勝ち続け、初の決勝進出を果たすと、
相手もここまで全勝で勝ち進んできた強豪チームで
したが、２セットを接戦で制し、見事全勝優勝を成
し遂げました！！副キャプテンの４年生西山楓馬く
んは、「練習できつい思いもしたけど、優勝すると
いう目標を達成するためにがんばりました。初めて
の優勝、とても嬉しいです。」と話していました。

◉
１
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

12
月
14
日
水
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
４
０
０
０
）

文
芸
歳
時
記

【
俳
句　

投
稿
】

菊
盛
り
香
り
の
ぼ
り
て
心
地
良
い　
　
　

寺
本　

紀
子

巡
り
来
て
英
彦
権
現
や
紅
葉
晴　
　
　
　

伊
勢
村　

稔

瓜
坊
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
山
下
る　
　
　

島
津
余
史
衣

振
向
か
ず
行
く
子
に
釣
瓶
落
し
か
な　
　

伊
井
寸
美
子

行
列
の
先
は
秋
刀
魚
を
焼
く
煙   　
　
　

斎
藤
智
寿
子

花
野
ま
で
風
に
乗
り
来
る
牛
の
声　
　
　

山
本　

仁
恵

結
界
に
幣
を
め
ぐ
ら
す
萩
の
寺　
　
　
　

天
野
ユ
キ
海

草
紅
葉
背
丈
を
超
ゆ
る
歩
荷
の
荷　
　
　

立
花　

克
明

ね
こ
の
背せ

に
木こ

も
れ
陽び

や
さ
し
冬
の
入
り　

柳
瀬　

満
子

【
川
柳　

投
稿
】

い
い
余
生
趣
味
や
夢
持
ち
謳
歌
す
る　
　

原
田
祥
二
郎

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
地
図
は
持
た
な
い
気
ま
ま
旅   

原
田　

順
子

【
お
詫
び
と
訂
正
】

11
月
号
の
柳
瀬
一
徳
さ
ん
の
短
歌
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
、

「
N
局
つ
ぶ
し
N
党
助
成
金  

名
を
替
へ
よ
０レ

イ

感
党
と
」

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

フ
ェ
ン
ス
ゆ
眺
む
る
川
面
に
二
羽
の
鷺

　
　

浅
瀬
に
今
朝
も
寄
り
添
ひ
な
が
ら　

荒
巻
ミ
サ
子

雨
上
り
霧
立
ち
昇
る
我
が
里
に

　

砲
弾
ど
こ
か
ら
も
飛
ん
で
は
こ
な
い　

五
十
嵐
田
鶴

た
お
や
か
な
師
の
仮
名
文
字
に
魅
せ
ら
れ
て

　
　
　
　

近
づ
か
む
と
て
只ひ

た
す
ら管

に
書
く　

大
塚　

富
江

百
日
草
咲
き
つ
ぐ
様
よ
わ
が
背
越
え

　
　
　

手
剪ば

さ
み刀

惑
ふ
賑
は
ひ
見
せ
て　
　

福
富　

廣
枝

【
短
歌　

投
稿
】

亡
き
母
の
肩
の
モ
グ
サ
の
火
が
浮
か
ぶ　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

痛
み
耐
え
か
ね
湿
布
は
る
時　

櫻
木
マ
サ
子

き
ら
め
き
て
ま
た
た
く
ネ
オ
ン
の
十

じ
ゅ
う
そ
う

三
を

　
　

あ
て
な
く
歩
き
し
か
の
日
の
我
は　

独
活
山
強
実

ど
れ
だ
け
の
時と

き間
が
経
と
う
と
変
わ
ら
な
い

　
　

こ
れ
か
ら
先
も
あ
い
を
つ
な
ご
う　

佐
藤　
　

直

夕
暮
の
谷
間
こ
だ
ま
し
鳴
く
鹿
の

　
　
　

秋
の
一ひ

と
ひ日

の
と
ば
り
を
り
ゆ
く　

柳
瀬　

一
徳

12月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

荒井 向
ひまわり

日葵ちゃん 
12 月 23日生 ❷・伊原

納豆、唐揚げが大好物！ひまちゃ
んの笑顔が大好きだよ♥ たくさ
ん食べて大きくなってね。

未就学児のお子さんの写真を募集します

①お子さんの写真　②お子さんの氏名　③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　⑥行政区　⑦メッセージ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先をＥメールで送信してください。

koho@town.soeda.fukuoka.jp
送信先

１月生まれの
締め切りは、
12月14日水
です。

宮城 匠
しょう

ちゃん 
12 月１日生 ❶・町四

お誕生日おめでとう☺１才に
なったネ。たくさんたべて大き
くなあ～れ！！
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で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

▼
と
き

12
月
23
日
金
10
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

添
田
人
材

　

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

生
活
習
慣

　

病
予
防
、
健
康
づ

　

く
り
な
ど
健
康
増

　

進
に
関
す
る
こ
と

※
事
前
予
約
制
で
す
。
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
保
健
福
祉
環
境
課
環
境
健
康

対
策
係
（
☎
88
―
8
１
1
１
）

　

整
備
科
、
機
械
加
工
エ
ン
ジ
ニ
ア

　

科
、
建
築
科
、
デ
ザ
イ
ン
塗
装
科
、

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
科

※
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
置

い
て
い
る
募
集
要
項
、
ま
た
は
職
業

訓
練
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

fukuoka-kunren.ac.jp/

）
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
立
田
川
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
44
―
１
６
７
６
）

福
岡
県
立
小
竹
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
４
９
―
62
―
６
４
４
１
）

　

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所
で
は
、
随
時
説
明
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ご
都
合
に
合
わ

せ
て
個
別
説
明
、
出
張
説
明
も
可
能

国 民年金保険料は、納付した全額が所得税
と住民税の社会保険料控除の対象となります。

社会保険料控除を受けるためには、毎年１月１日から
12月31日までに納付した金額を証明する書類（控除証
明書）の添付が義務付けられています。１月１日から
９月30日までの間に国民年金保険料を納付した人には
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が11月上
旬頃までに日本年金機構から送付されていますので、
確定申告の際に添付してください。なお、10月1日から
12月31日までの間に初めて国民年金保険料を納付した
人には、翌年の１月下旬に証明書が送付されます。ま
た、家族の国民年金保険料を納付した場合も、本人の
社会保険料控除に加えることができます。

問 直方年金事務所（☎0949-22-0891）

人
権

教育のひろば

添田町立図書館では、家庭で本に親しんで
もらうために年齢にあわせた取り組みを

行っています。子ども
たちにとって読書の体
験は大切です。そのた
めには大人も読書を楽
しんでいるという環境
も大切になります。
　そこで添田町立図書
館読書会では、12 月か
ら〝大人も読書を楽し
もう″という取り組みの一つとして、読み聞か
せを楽しんでリラックスするための時間を作る
ことを目的に「大人も幸せになる絵本の読み聞
かせ」を定期的に始めます。子どもの頃に読ん
だ長く読み継がれた絵本や昔話、最近の絵本、
心が温かくなる絵本などをとりあげて読み聞か
せを行います。絵本の紹介や読み聞かせを行っ
てくれるのは添田町読書会、添田町虹の会の皆
さんです。リラックスした時間を持ちたい人や
心がほっとする時間を過ごしたい人、朗読に興
味のある人、絵本に関心のある人などの参加を
お待ちしています。どなたでも参加できますの
で、参加を希望する人は図書館まで申し込んで
ください。

◉大人も幸せになる絵本の読み聞かせ
▷とき　令和５年１月12日木 10時～11時
▷ところ　添田町立図書館
▷募集人数 10 人
▷参加費　無料
※事前に申し込みが必要です。

添田町立図書館
「大人も幸せになる絵本
の読み聞かせ」を始めます

▼
学
科
試
験　

令
和
５
年
１
月
24
日

　

火
（
学
科
試
験
合
格
者
は
、
令
和

　

５
年
１
月
31
日
火
に
面
接
試
験
を

　

行
い
ま
す
）

▼
試
験
会
場　

添
田
町
森
林
組
合

▼
業
務
内
容　

山
林
調
査
・
測
量
、　

　

現
場
管
理
な
ど
（
パ
ソ
コ
ン
使
用

　

必
須
）

▼
募
集
人
数　

２
人

▼
受
験
資
格　

①
平
成
４
年
４
月
２

　

日
か
ら
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
人
で
高
等
学
校
以
上

　

を
卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
令
和
５

　

年
３
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

　

人　

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を

　

有
す
る
人（
Ａ
T
限
定
不
可
）　

③

　

田
川
市
郡
在
住
、
居
住
予
定
の
人

▼
受
付
期
間　

12
月
19
日
月
〜
令
和

　

５
年
１
月
10
日
火

※
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
添
田
町
森
林
組
合

（
☎
82
―
0
０
６
９
）

【
農
業
委
員
】

▼
職
務
内
容　

▽
毎
月
の
総
会
に
出

　

席
し
、
農
地
法
な
ど
に
基
づ
く
許

　

認
可
事
務　

▽
農
地
利
用
の
最
適

　

化
へ
の
取
り
組
み

▼
募
集
人
数

11
人
（
町
内
全
域
）

▼
任
期　

令
和
5
年
７
月
20
日
〜
令

　

和
8
年
７
月
19
日
（
３
年
間
）

【
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
】

▼
職
務
内
容　

▽
毎
月
の
総
会
に
出

　

席
、
事
前
の
現
地
調
査
に
出
席　

　

▽
担
当
区
域
の
農
地
利
用
の
最
適

　

化
に
向
け
た
現
場
活
動

▼
募
集
人
数　

８
人
（
大
字
ご
と
に

　

１
人
）

▼
任
期　

委
嘱
日
〜
令
和
8
年
７
月

19
日
（
３
年
間
）

▼
募
集
期
間　

12
月
12
日
月
〜
令
和

5
年
１
月
24
日
火

問
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
82
―
１
２
３
７
）

　

田
川
・
小
竹
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
令
和
５
年
度
の
施
設
内
職
業
訓

練
生
（
４
月
期
入
校
生
）
を
募
集
し

ま
す
。

▼
入
校
試
験
日　

令
和
５
年
１
月
24

日
火
／
筆
記
お
よ
び
面
接

▼
募
集
期
間

12
月
５
日
月
〜
令
和

　

５
年
１
月
13
日
金

▼
募
集
科　

▽
田
川
校
＝
電
気
工
事

　

科
、
自
動
車
整
備
科
、
木
工
家
具

　

科
、
エ
ク
ス
テ
リ

　

ア
左
官
科
、
Ｏ
Ａ

　

事
務
科　

▽
小
竹

　

校
＝
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

設
計
科
、
自
動
車

くらしに役立つ情報満載Information

自
衛
官
募
集
説
明
会

募
集
・
相
談

福
岡
県
公
共
職
業
訓
練
の

施
設
内
訓
練
生
募
集

納めた保険料は

社会保険料控除の対象です

年金の豆知識

◎
田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル

▼
と
き　

令
和
５
年
１
月
5
日
木
、

　

令
和
５
年
２
月
２
日
木
、
令
和
５

　

年
３
月
16
日
木
の
10
時
〜
12
時
、

13
時
〜
16
時
／
要
予
約

◎
川
崎
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
と
き

12
月
22
日
木
、
令
和
５
年

1
月
26
日
木
、
令
和
５
年
３
月
23

日
木
の
10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16

時
／
要
予
約

※
年
金
手
帳
、
振
込
通
知
書
な
ど
相

談
者
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
直
方
年
金
事
務
所

（
☎
０
９
４
９
―
22
―
０
８
９
１
）

　
　

　

相
談
員
が
本
人
と
そ
の
家
族
の
困

り
ご
と
を
お
聞
き
し
、
解
決
に
向
け

て
、
必
要
な
支
援
・
手
続
き
に
繋
ぐ

相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。
生
活
全
般
、

子
育
て
や
家
族
の
悩
み
が
あ
る
人
は

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

12
月
15
日
木

10
時
30
分
〜
12
時
、

13
時
〜
14
時
30
分
／

　

要
事
前
予
約

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
役
場

問
福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
務
所

（
☎
44
―
８
６
3
１
）

子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス

（
☎
44
―
８
６
１
２
）

　

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
正
し
い
知

識
と
理
解
は
い
ま
だ
十
分
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た

患
者
や
家
族
が
周
囲
の
人
々
の
誤
っ

た
知
識
や
偏
見
に
よ
り
、
日
常
生
活

や
職
場
で
差
別
を
受
け
る
な
ど
の
問

題
が
起
き
て
い
ま
す
。
ハ
ン
セ
ン
病

は
感
染
力
が
弱
く
、
発
病
す
る
こ
と

は
極
め
て
ま
れ
で
す
。
発
病
し
て
も

適
切
な
治
療
に
よ
り
後
遺
症
も
残
り

ま
せ
ん
。
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
正
し

く
理
解
し
、
人
権
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

コロナ禍や津野小
学校の休校をきっか
けに地域の集まりご
とが減ってしまいま
した。自宅のアルバ
ムを広げ、津野の思
い出を振り返ってい
ただくきっかけにな
ればと思い、地域の
有志メンバーによる
「あの頃」の写真を募
集するコンテストを開催します。「あの頃、ワ
シはイケちょった」という写真をお待ちして
います。
◆応募条件
　津野に住んだことがある人で、当時10～30代
　くらいの写真
◆応募方法
　①ＷＥＢ　スマホで写真を
　　撮って、二次元コードか
　　らフォームにて応募
　②持ち込み　写真と申込用紙を役場まちづ　
　　くり課、または髙瀨花園（上津野）に提出
◆応募期間
　12月10日土～令和５年１月15日日
　（役場に持ち込み応募の場合は13日金まで）
◆その他
　応募いただいた写真は、随
時インスタグラムに掲載しま
す。津野に住んだことがない
人もぜひご覧ください。また、
提供頂いた写真は、データ保管後に返却します。
問 役場まちづくり課まちづくり推進係
　 （☎ 82-5965）

添
田
町
森
林
組
合
職
員
採
用
試
験

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
募
集

年
金
出
張
相
談

↓応募フォーム

↓Instagram

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談

材

困
り
ご
と
無
料
巡
回
相
談
会

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
正
し
い
理
解
を

み
が
あ
る
人
は

い
。

木／役
場

支
援
事
務
所

問 添田町立図書館（☎ 82-4800）

得税
す

す

「あの頃のミスター津野・ミ
ス津野コンテスト」を開催

津野住民の「あの頃」を大募集！

開催します「あの頃 ワ



　

令
和
４
年
中
に
家
屋
の

新
築
、
増
築
、
取
り
壊
し

を
し
た
人
は
調
査
に
伺
い

ま
す
の
で
、
役
場
住
民
課
税
務
・
滞

納
対
策
係
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

法
務
局
で
登
記
を
行
っ
た
人
や
、
報

告
済
み
の
人
は
連
絡
不
要
で
す
。

問
役
場
住
民
課
税
務
・
滞
納
対
策
係

（
☎
82
―
１
２
３
４
）

行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、

今
年
度
は
そ
の
届
出
年
で
す
。
忘
れ

ず
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
届
出
期
限　

令
和
５
年
１
月
16
日

　

月
▼
届
出
方
法　

①
住

　

所
地
を
所
管
す
る

　

保
健
所
・
保
健
福

　

祉
事
務
所
に
所
定

　

の
届
出
票
を
提
出

　

②
勤
務
先
の
医
療
機
関
を
通
じ
て

　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
届
出

▼
届
出
票　

①
保
健
所
・
保
健
福
祉

　

事
務
所
窓
口
で
配
布　

②
県
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w
w
.pref.fukuoka.

lg.jp/

）
に
掲
載

問
福
岡
県
保
健
医
療
介
護
総
務
課　

（
☎
092
―
643
―
３
２
３
８
）

▼
申
込
期
間　

令
和
５
年
１
月
10
日

　

火
〜
１
月
20
日
金
（
土
日
祝
日
を

　

除
く
）

▼
申
込
方
法　

現
在
通
所
し
て
い
る

　

町
内
保
育
園
、
ま
た
は
役
場
保
健

　

福
祉
環
境
課
に
申
込
書
類
を
提
出

※
申
込
書
類
は
役
場
窓
口
や
町
内
保

育
園
で
配
布
す
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

問
役
場
保
健
福
祉
環
境
課
子
育
て
・

障
が
い
者
支
援
係

（
☎
82
―
１
２
３
2
）

　

医
師
・
歯
科
医
師
お
よ
び
薬
剤
師

の
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
２
年

ご
と
に
氏
名
、
住
所
な
ど
の
届
出
を

す
べ
て
の
人
が
前
向
き
に
日
常
を

送
る
た
め
の
エ
ー
ル
が
詰
ま
っ
た
男

女
共
同
参
画
推
進
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

▼
と
き

12
月
17
日
土
10
時
〜
11
時

30
分
／
参
加
無
料

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

▼
定
員

25
人
程
度

▼
申
込
期
限

12
月
15
日
木

▼
託
児　

１
人
あ
た
り
300
円

▼
託
児
申
込
期
限

12
月
12
日
月

問
役
場
総
務
課
男
女
共
同
参
画
推
進

係
（
☎
82
―
１
２
３
1
）

12
月
に
入
り
、
空
気
が
乾
燥
し
、

寒
い
日
が
多
く
な
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
季
節
は
寒
さ
が
厳
し
く

な
る
た
め
各
家
庭
で
暖
房
機
器
を
使

用
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。
お
出
か

け
前
、
お
や
す
み
前
は
も
う
一
度
、

火
の
元
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ス
ト
ー
ブ
か
ら
の
火
事
に
注
意　

①
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
燃
え
や
す

　

い
物
を
置
か
な
い　

②
そ
の
場
を

　

離
れ
る
と
き
や
寝
る
と
き
は
ス
ト

　

ー
ブ
を
消
す　

③
給
油
す
る
と
き

　

は
火
を
消
す　

④
ス
プ
レ
ー
缶
や

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
を
ス
ト
ー
ブ
の

　

近
く
で
使
わ
な
い
、
置
か
な
い　

　

⑤
火
が
つ
い
た
ま
ま
ス
ト
ー
ブ
を

　

移
動
さ
せ
な
い　

⑥
決
め
ら
れ
た

　

燃
料
以
外
は
使
用
し
な
い

問
田
川
地
区
消
防
本
部

（
☎
44
―
０
６
５
０
）

　

こ
れ
ま
で
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

と
心
身
障
が
い
１
・
２
級

の
人
を
対
象
に
実
施
し
て

い
た
年
末
の
配
布
事
業
を
、

今
年
度
か
ら
緊
急
通
報
シ

Information くらしに役立つ情報満載
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ス
テ
ム
「
愛
こ
と
ば
」
で
の
安
否
確

認
に
移
行
し
ま
す
。「
愛
こ
と
ば
」は
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い
や

持
病
な
ど
で
生
活
に
不
安
の
あ
る
人

が
利
用
で
き
ま
す
。
利
用
を
希
望
す

る
人
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
共
同
募
金
会
添
田
支
会

（
☎
82
―
２
６
０
０
）

　

現
在
保
育
園
に
入
所
し
て
い
る
児

童
も
新
た
に
利
用
申
込
が
必
要
で
す
。

新
規
・
継
続
の

申
し
込
み
は
役

場
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
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〜
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
〜
２
色
じ
ゃ
な
い

性
の
あ
り
か
た
は
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

火
事
が
発
生
し
な
い
よ
う
に

火
の
元
の
点
検
を

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
の

皆
さ
ん
へ

－年末・年始－

業務と休み

 役場・各関係機関
 代表（☎ 82-1231） 閉庁日／12月29日㈭～１月３日㈫

 図書館（☎82-4800） 休館日／12月29日㈭～１月４日㈬

 児童館（☎82-3402） 休館日／12月29日㈭～１月４日㈬

 そえだジョイ
 （☎ 82-5600）

休館日／12月29日㈭～31日㈯
 １月１日㈰～３日㈫の受付は
 子供室10時～16 時、入浴施設13時～16時
 事務局／ 12月 29日㈭～１月３日㈫は休業

 歓遊舎ひこさん
（☎ 47-7039）

休館日／１月１日㈰～１月３日㈫
12月31日㈯の営業は９時～12時

 ひこさんホテル和
 （☎ 85-0121）  通常通り営業（立寄り湯11時～16時）

クアハウスハピネス
 （☎ 82-5061）

休館日／12月29日㈭～１月３日㈫
12月28日㈬の営業は９時30分～17時

町バス・まちいこカー
（役場まちづくり推
進係／☎ 82-5965）

町バス運休日／12月29日㈭・30日㈮
 ※12月31日㈯～１月３日㈫は土日・祝日
　 の時刻表で臨時運行。「神宮下」には停
まりません。

まちいこカー運休日／12月29日㈭～１月３日㈫

 ごみ収集
 （役場環境保全係
  ／☎ 82-1232）

【燃えるごみ収集日程】
月・木収集地区12月29日㈭まで（年始５日㈭～）
火・金収集地区12月27日㈫まで（年始４日㈬～）
※不燃、粗大、資源ごみの収集と個人で
　 の持ち込みは12月28日㈬まで。
 　年始は１月４日㈬から。

 し尿くみ取り

年末し尿くみ取り申込締切12月21日㈬
年始し尿くみ取り申込開始１月４日㈬
問 ㈲桑野衛生（☎82-2288）
　  ㈲添田環境サービス（☎82-0450）
　  松村産業㈱（☎32-3182）

 水道当番

12月29日㈭／㈲筑添建設（☎82-4661）

12月30日㈮／㈲畠田建設（☎82-5857）

12月31日㈯／㈲毛利管工（☎82-1023）

 １月１日㈰／安藤水工（☎85-0527）

１月２日㈪／㈱森下組（☎82-0174）

１月３日㈫／㈲筑添建設（☎82-4661）
 田川地区斎場
 （☎ 42-8002） 定休日／１月１日㈰

 田川地区急患
 センター
 （☎ 45-7199）
 ※保険証を忘れずに。

診療日／12月30日㈮～１月３日㈫
受付時間／【内科・小児科】９時～11時30  
分、13時～16時30分、18時～22時30分
【外科】９時～11時30分、13時～16時30分

 犬の捕獲
 飼い犬・飼い猫の
 引き取り

野犬などの捕獲／12月15日㈭まで
 ※年始は１月４日㈬からです。
飼い犬などの引き取り／12月14日㈬まで
 ※年始は１月４日㈬からです。
問 福岡県田川保健福祉事務所
　  （☎42-9309）

役場や各機関の年末年始の業務
と休みは次のとおりです。お間
違えのないようにお願いします。

家
屋
の
新
築
、増
築
、取
り
壊
し
を

行
っ
た
人
は
連
絡
を

●人　口　8,852 人（ー16人）
●男　性　4,168 人（ー５人）
●女　性　4,684 人（ー11人）
●世帯数　4,541世帯（＋1世帯）

人の動き 10月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
12月20日火、令和５年１月10日火

●補聴器相談（役場ロビー／13時～）
12月14日水、令和５年１月11日水

●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
12月13日火、令和５年１月10日火

※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
12月13日火（10時～）、12月22日木（14時～）

問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍手
保健福祉環境事務所／予約制）
　令和５年１月11日水（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増進
　 課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

警察署からのお知らせ
●野焼きは原則禁止です
　ごく一部の例外はありますが、住宅の庭でゴミ
を燃やす行為は「野焼き」に該当します。10月ま
でに違法な野焼きが多数発生しています。違法な
野焼きは法律違反に該当し、「５年以下の懲役もし
くは１千万円以下の罰金」を科せられます。野焼
きの火が建物に移るなどの危険もあるため、野焼
きを目撃した場合はすぐに 110 番通報しましょう。

問 田川警察署（☎42-0110）

10月の事故発生状況   （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 11（＋４） 73

　人身事故 １（＋１） 14

　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 １（＋１） 17

●出生　２ 人
●死亡 15 人
●転入 16 人
●転出 19 人

納期限のお知らせ
●令和５年１月４日水が納期限です
　▷町県民税（４期）
　▷国民健康保険税（６期）
　▷後期高齢者医療保険料（６期）
　口座振替は12月26日月です
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

有効期限は１月29日日です

添田町プレミアム地域商品券
　添田町生活応援券

❶「添田町プレミアム地域商品券」と、❷
「添田町生活応援券」の有効期限は、どちら
も令和５年１月 29 日日までです。期限を過
ぎると使用できなくなります。また、未使
用の商品券は返金（換金）できませんので、
早めにご利用ください。
問 添田町商工会（☎ 82―0244）
　 役場地域産業推進課商工業振興係 （☎ 82―5962)

❶

❷
屋
の

壊
し

伺
い

を

古
田
教
育
委
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

　

古
田
浩
治
さ
ん
（
上
中
元
寺
）
が
９
月
５
日

に
開
催
さ
れ
た
令
和
４
年
第
３
回
添
田
町
議
会

定
例
会
で
教
育
委
員
選
任
の
同
意
を
受
け
、
11

月
11
日
に
寺
西
町
長
か
ら
任
命
辞
令
が
渡
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
、
令
和
８
年
11
月
10
日
ま
で

で
す
。

問
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
☎
82
―
５
９
６
３
）

令
和
５
年
度
保
育
園
利
用
申
込

共
同
募
金
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

  

（
敬
称
略
）

二十歳のつどい （旧成人式）
　▷とき　令和５年１月８日日 13時30分～
　　　　　（受付12時30分～）
　▷ところ　オークホール
問 役場総務課総務係（☎82-1231）

用
申
込
が
必
要
で
す
。

し
ま
す
。

住る福定出

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽
⻆
﨑
計
介
（
下
落

　

合
）
▽
故
久
冨
哲
弥
（
上
中
元
寺
）

　

▽
故
森
本
善
香
（
野
田
）
▽
故
諫

　

山
靜
香
（
町
一
）
▽
故
廣
澤
健
太

　
（
町
二
）
▽
故
水
上
米
子
（
町
三
）

　

▽
故
竹
田
善
浩
（
峰
地
北
）

▼
一
般
寄
附　

▽
村
上
正
彦
（
庄
中
）

　
　
　
（
令
和
４
年
11
月
14
日
現
在
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
そ
え
だ
11
月
号
９
ペ
ー
ジ
の

調
べ
学
習
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。正
し
く
は
、「
薮
眞
仁
さ
ん
」で

し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

見 本見 本

見 本見 本
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令
和
４
年
12
月
号

そ
え
だ

2022

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

広報

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

　

今
月
は
総
務
課
が
担
当
し
、
こ
の
時
期
話
題
に
な
る
「
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
▼
多
く
の
人
が
地
方
の
ふ
る
さ
と

で
生
ま
れ
、
そ
の
自
治
体
か
ら
医
療
や
教
育
な
ど
様
々
な
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
育
ち
、
や
が
て
進
学
や
就
職
を
機
に
生
活
の
場
を
都
会
に

移
し
て
、
そ
こ
で
納
税
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
都
会
の
自
治
体
は
税
収
を
得
ま
す

が
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
の
自
治
体
に
は
税
収
が
入
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、「
今
は
都

会
に
住
ん
で
い
て
も
、
自
分
を
育
ん
で
く
れ
た
″
ふ
る
さ
と
〞
に
、
自
分
の
意
思
で
、
い
く

ら
か
で
も
納
税
で
き
る
制
度
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
」、
こ
の
よ
う
な
議
論
か
ら
創

設
さ
れ
た
の
が
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
で
す
。
▼
「
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
に
貢
献
で
き
る

制
度
」、「
自
分
の
意
志
で
応
援
し
た
い
自
治
体
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
制
度
」
と
し
て
、
本

町
に
お
い
て
も
、
″
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
の
添
田
町
へ
〞
と
い
う
方
を
は
じ
め
、
″
お
世
話

に
な
っ
た
添
田
町
へ
〞
や
″
ぜ
ひ
添
田
町
を
応
援
し
た
い
〞
と
い
う
多
く
の
方
か
ら
ふ
る
さ

と
納
税
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
▼
こ
の

ふ
る
さ
と
納
税
、「
納
税
」
と
い
う
言
葉
で
す
が
、
実
際
に
は
自
治
体
へ
の
「
寄
附
」
と
な
り
、

上
限
は
あ
り
ま
す
が
、
原
則
と
し
て
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
金
額
か
ら
自
己
負
担
額
の
二
千

円
を
除
い
た
全
額
が
所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
自
治

体
と
同
様
に
添
田
町
も
、
寄
附
の
お
礼
と
し
て
、
寄
附
額
に
応
じ
た
特
産
品
や
福
岡
県
が
認

め
る
県
産
品
の
返
礼
品
を
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
寄
附
金
の
使
い
道
に
つ
い
て

も
何
に
活
用
い
た
だ
き
た
い
か
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
▼
添
田
町
で
は
毎
年
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
寄
附
額
や
活
用
事
業
の
一
部
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄

附
は
、
自
主
財
源
の
厳
し
い
本
町
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
財
源
と
な
り
ま
す
。
多
く
の
方
が

添
田
町
へ
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
施
策
の
向
上
や
町
の
P
R
な
ど
に
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
▼
ま
た
、
寄
附
の
返
礼
品
で
あ
る
農
林
産
物
や
加
工
品
、

工
芸
品
な
ど
の
特
産
品
や
福
岡
県
が
認
め
る
県
産
品
を
出
品
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
募
集
を

随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
一
部
条
件
が
あ
り
ま
す
が
、
特
産
品
以
外
に
も
宿
泊
体
験
を
は
じ
め
、

様
々
な
活
動
体
験
な
ど
も
出
品
可
能
で
す
。
商
品
の
販
路
拡
大
や
P
R
に
も
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
ご
検
討
の
際
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
生
ま
れ
育
っ
た
添
田
町
に
貢
献
で
き
、
添

田
町
を
応
援
で
き
る
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
寄
附
サ
イ
ト
、
郵
送
や
持
参
で
の
受
け
付
け
が
可
能
で
す
。
添
田

町
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
▼
次
回
は
、
防
災

情
報
管
財
課
が
担
当
し
ま
す
。

添田町ふるさと
納税のご案内

チームワークで勝利をつかめ！

フォトレポート :第61回添田町子ども会球技大会

11月27日、３年ぶりに添田町子ども会球技大会が開催
されました。61回目の開催となる、歴史ある球技大会。
今回は、町内６つの子ども会、74人が参加。コート内を
全力で駆け回り、相手を狙い定めて力強くボールを投げ
込む子どもたち。日頃の練習の成果を存分に発揮し、手
に汗握る好ゲームばかりで保護者の応援にも熱が入り、
会場全体が熱気に包まれた一日となりました。
【ドッジボール試合結果】
優勝＝上中元寺、準優勝＝添田東、３位＝桝田・一の宮
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